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文化財 国東の
ぶんかざい

文化財

人
にんげん

間の生
せいかつ

活の中
なか

で生
う

み出
だ

されたものや自
しぜんけいかん
然景観などのうち、歴

れきしてき
史的または文

ぶんかてきかち
化的価値の高

たか
いものを

文
ぶんかざい

化財といいます。文
ぶんかざい

化財の多
おお

くは長
なが

い間
あいだ

、人
ひと

から人
ひと

へ受
う

け継
つ

がれ、伝
つた

えられたものだけが現
げんざい

在まで残
のこ

っ

ています。国
くにさきし

東市は現
げんざい

在、指
してい

定された文
ぶんかざい

化財が453件
けん

あり、県
けんない

内でもトップクラスです。これは文
ぶんかざい

化財を受
う

け継
つ

ぎ守
まも

ってきた人
ひと

が、これまでたくさんいたことを示
しめ

しています。文
ぶんかざい

化財は一
いちど

度失
うしな

われれば、二
にど
度と同

おな

じ価
かち
値のものを作

つく
ることはできません。文

ぶんかざい
化財は私

わたし
たちの歴

れきし
史を伝

つた
えると同

どうじ
時に、未

みらい
来を考

かんが
えさせてくれ

る大
たいせつ

切な宝
たから

です。

国
くにさきし

東市では、文
ぶんかざい

化財の保
ほご
護を目

もくてき
的として「国

くにさきしぶんかざいあいごしょうねんだんれんらくきょうぎかい
東市文化財愛護少年団連絡協議会」が平

へいせい
成18（2006）年

ねん

にできました。県
けんない

内における愛
あいごしょうねんだん

護少年団の数
かず

は国
くにさきし

東市がトップです。市
しない

内の少
しょうねんだん

年団は、地
ちいき

域の伝
でんとうげいのう

統芸能

（無
むけいみんぞくぶんかざい
形民俗文化財）の継

けいしょうかつどう
承活動に参

さんか
加したり、地

ちく
区の神

じんじゃ
社などの清

せいそうかつどう
掃活動などを行

おこな
っています。

文
ぶんかざい

化財を守
まも

るために法
ほうりつ

律が作
つく

られ、故
こい
意に落

らくが
書きしたり、

壊
こわ

したりすると厳
きび

しく罰
ばっ

せられます。「文
ぶんかざいほごほう
化財保護法」に

よって文
ぶんかざい

化財が守
まも

られています。

屋
やしきこうじんさま

敷荒神様

お地
じぞうさま

蔵様 仏
ほとけさま

様 毘
びしゃもんてんさま

沙門天様を祀
まつ

っているお堂
どう

庚
こうしんとう

申塔

◆岩
いわとじ

戸寺

講
こうどうやね

堂屋根の

修
しゅうり

理

◆萬
まんこうじ

弘寺

木
もくぞうしゃかにょらい

造釈迦如来

坐
ざぞう

像の修
しゅうり

理

【修
しゅうりまえ

理前】

【修
しゅうりまえ

理前】 【解
かいたい

体】 【修
しゅうりご

理後】

【修
しゅうりご

理後】

体
たいけんがくしゅう

験学習 展
てんじけんがく

示見学 清
せいそうさぎょう

掃作業

国
くにさきし

東 市 の 文
ぶんかざい

化 財 に つ い て、QR

コードにアクセスして詳
くわ

しく調
しら

べてみよう！

昭
しょうわ

和 24（1949）年
ねん

1月
がつ

、現
げんざい

在、世
せかいさいこ
界最古の木

もくぞうけんちく
造建築として知

し

られる奈
ならけん
良県の法

ほうりゅうじ
隆寺金

こんどうへきが
堂壁画の火

かさい
災をきっかけに、翌

よくねん
年に

「文
ぶんかざいほごほう
化財保護法」ができたんだ。

大
たいせつ

切な文
ぶんかざい

化財を次
じせだい
世代へ受

う
け継

つ
ぐために、

今
いま

、あなたも何
なに

ができるか考
かんが

えてみよう！

野
のぼとけ

仏、国
くにさきとう

東 塔、お 地
じぞう

蔵 さ ん な ど、

地
ちいき

域の人
ひと

が大
たいせつ

切にしているものも

たくさんあるよ。みんなの周
まわ

りに

はどんな文
ぶんかざい

化財があるかな?

身
みぢか

近にある見
みな
慣

れ た も の が「 実
じつ

はすごい文
ぶんかざい

化財

だ っ た！」 な ん

てことも珍
めずら

しく

ないんだ。

今
いま

ある文
ぶんかざい

化財を修
しゅうふく

復しながら、

大
たいせつ

切に守
まも

リ続
つづ

けているんだね。
文
ぶんかざい

化財の修
しゅうふく

復



文化財の分類
ぶ ん か ざ い ぶ んるい

国東市の文化財
ぶ ん か ざ い

【美術工芸品】絵画・彫刻・工芸品・

書跡・古文書・歴史資料など

【有形の民俗文化財】

無形の民俗文化財に用いられる

衣服、器具、家具など

▼
▼

▼
▼

▼
▼

文

化

財

特に価値の
高いもの

特別
天然記念物

特別名勝

▼
▼

▼

特に
重要なもの

特別史跡

有形文化財

無形文化財

記念物

文化的景観

伝統的建造物群

埋蔵文化財

文化財の保存技術

民俗文化財

重要伝統的
建造物群
保存地区

建造物

演劇・音楽・工芸技術など

【遺跡】貝塚・古墳・城跡・旧宅など

【名勝地】庭園・峡谷・海浜・山岳など

動物・植物・地質鉱物

宿場町・城下町・

農漁村など

地域における人々の生活又は生業及び

地域の風土により形成された景観地

(棚田・里山・用水路など)

▼

土地に埋蔵されている文化財

文化財の保存に必要な

材料製作、修理技術など

重要なもの 特に価値が
高いもの

国宝

伝統的建造物群

保存地区

記録作成等の措置を講ず

べき無形の民俗文化財

記録作成等の措置を

講ずべき無形文化財

選定保存技術

重要文化的景観

登録記念物

天然記念物

名勝

史跡

重要有形民俗文化財

登録有形民俗文化財

登録無形民俗文化財

重要無形民俗文化財

登録無形文化財

重要無形文化財

登録有形文化財

重要文化財

【無形の民俗文化財】

衣食住・信仰・年中行事などに関する

風俗慣習、民俗芸能、民俗技術

けんぞうぶつ
ゆうけいぶんかざい

むけいぶんかざい

みんぞくぶんかざい

きねんぶつ

ぶんかてきけいかん

でんとうてきけんぞうぶつぐん

まいぞうぶんかざい

ほぞんぎじゅつぶんかざい

びじゅつこうげいひん かいが

しょせき

えんげき

ゆうけい

むけい

むけい

いしょくじゅう

ふうぞくかんしゅう

いせき

めいしょうち

どうぶつ

ちいき

ちいき ふうど けいせい けいかんち

たなだ さとやま

しゅくばまち

のうぎょそん

まいぞう ぶんかざい

ぶんかざい

しゅうりぎじゅつざいりょうせいさく

ほぞん ひつよう

とち

でんとうてきけんぞうぶつぐん

ほぞんちく

じょうかまち

ようすいろ

ひとびと せいかつまた せいぎょうおよ

しょくぶつ ちしつこうぶつ

ていえん きょうこく かいひん さんがく

かいづか こふん じょうせききゅうたく

みんぞくげいのう みんぞくぎじゅつ

しんこう ねんじゅうぎょうじ かん

いふく きぐ かぐ

みんぞくぶんかざい もち

みんぞくぶんかざい

みんぞくぶんかざい

おんがく こうげいぎじゅつ

こもんじょ れきししりょう

ちょうこくこうげいひん

じゅうようぶんかざい

じゅうよう とく

とく

とく

たか

じゅうようでんとうてき

けんぞうぶつぐん

ほぞんちく

かち

とくべつしせき

とくべつめいしょう

とくべつ

てんねんきねんぶつ

じゅうよう

たか

こくほう

かち

とうろくゆうけいぶんかざい

じゅうようむけいぶんかざい

じゅうようゆうけいみんぞくぶんかざい

とうろくゆうけいみんぞくぶんかざい

じゅうようむけいみんぞくぶんかざい

とうろくむけいみんぞくぶんかざい

きろくさくせいとう

むけい

しせき

めいしょう

てんねんきねんぶつ

とうろくきねんぶつ

じゅうようぶんかてきけいかん

せんていほぞんぎじゅつ

みんぞくぶんかざい

こうそち

とうろくむけいぶんかざい

きろくさくせいとう

こう むけいぶんかざい

そち

ぶ
ん

か

ざ
い

⑦-1

⑦-1｜
ぶんかざい

文化財 国東の
ぶんかざい

文化財

ご先
せんぞさま

祖様たちが代
だいだい

々受
う

け

継
つ

いできたから、今
いま

も残
のこ

っ

ているんだね。私
わたし

たちも

文
ぶんかざい

化財を守
まも

り、受
う

け継
つ

いで

いこう！

鬼
おにづかこふん

塚古墳は、11基
き

ある西
にしやまこふんぐん

山古墳群の中
なか

の1つ

で、6世
せいきまつ

紀末に造
つく

られた古
こふん

墳。横
よこあなしきせきしつ

穴式石室の玄
げんしつ

室

の奥
おくへき

壁と左
さゆう

右の壁
かべ

に、舟
ふね

に乗
の

った2
ふたり
人の人

じんぶつ
物や

木
き

の葉
は

、複
ふくすう

数の鳥
とり

が線
せん

で描
えが

かれた線
せんこくへきが

刻壁画があ

るよ。刀
かたな

・金
きんかん

環・須
すえき
恵器や土

はじき
師器などが出

しゅつど
土し

ており、当
とうじ

時の有
ゆうりょくしゃ

力者の古
こふん

墳であったと考
かんが

えら

れているんだ。

岩
いわとじほうとう
戸寺宝塔（国

くにさきとう
東塔）

（国
くにしていじゅうようぶんかざい

指定重要文化財）

宋
そうはんわんしろく

版宏智録（6冊
さつ

）
（国

くにしていじゅうようぶんかざい
指定重要文化財）

三
みうらばいえんいこう
浦梅園遺稿（211冊

さつ
ほか）

（国
くにしていじゅうようぶんかざい

指定重要文化財）

重
しげみつけじゅうたくしゅおく

光家住宅主屋
（国

くにとうろくゆうけいぶんかざい
登録有形文化財）

鬼
おにづかこふん

塚古墳
（国

くにしていしせき
指定史跡）

文
もんじゅやば
殊耶馬

（国
くにしていめいしょう

指定名勝）
吉
よしひろがく

弘楽
（ユネスコ無

むけいぶんかいさん
形文化遺産）（国

くにしていじゅうようむけいみんぞくぶんかざい
指定重要無形民俗文化財）

成
じょうぶつじしゅじょうおにえ

仏寺修正鬼会
（国

くにしていじゅうようむけいみんぞくぶんかざい
指定重要無形民俗文化財）

岩
いわとじしゅじょうおにえ
戸寺修正鬼会

（国
くにしていじゅうようむけいみんぞくぶんかざい

指定重要無形民俗文化財）

木
もくぞう

造足
あしかがたかうじざぞう

利尊氏坐像
（国

くにしていじゅうようぶんかざい
指定重要文化財）

安
あんこくじしゅうらくいせき

国寺集落遺跡
（国

くにしていしせき
指定史跡）

泉
せんぷくじぶつでん

福寺仏殿
（国

くにしていじゅうようぶんかざい
指定重要文化財） 

泉
せんぷくじかいさんどう

福寺開山堂
（国

くにしていじゅうようぶんかざい
指定重要文化財）

宝
ほうとう

塔（釜
かまがさこくにさきとう

ヶ迫国東塔）
（国

くにしていじゅうようぶんかざい
指定重要文化財）

長
ちょうぎけほうとう

木家宝塔（国
くにさきとう

東塔）
（国

くにしていじゅうようぶんかざい
指定重要文化財）

照
しょうおんじほうとう

恩寺宝塔（国
くにさきとう

東塔）
（国

くにしていじゅうようぶんかざい
指定重要文化財）


